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１はじめに・本書の使い方 
■はじめに 

※省令の改正やその経緯等について、今後記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本書の位置付け・使い方 

本書は、犬猫以外の哺乳類の飼養管理基準について、その細部解釈を示すことで、厳格な

運用を進めるために策定されるものである。本書をもとに、指導監督権限のある「行政職員」

は、事業者の遵守状況を確認・指導監督を行うとともに、基準を満たさない事業者に対して

は、登録の取消し等を含む制度の厳格な運用を行う。また、「動物取扱業者」においては、確

実に基準を遵守し、より適正な動物の飼養管理を行うことを期待するものである。 

「3.基準の解説」は、法律に明記された７つの項目に沿って、以下の構成で説明している。 

 

「3.基準の解説」各項目の構成について 

○条文の該当箇所・・・細部解釈が必要な条文の該当箇所を記載 

○趣旨・・・基準の根拠となる考え方を説明 

○チェックポイント・・・基準を遵守していることを確認する際にポイントとなる事項 

○基準の細部解釈・・・基準の意味を具体化し、基準の遵守状況を確認する際の判断基準

となる事項 

○参考・・・その他適正な飼養に際し参考となる事項（関連法令、様式、動物の特性等） 

○推奨事項・・・より適正な飼養となるよう積極的に導入していただきたい事項 

 

なお、動物取扱業の指導監督権限は各自治体にあることから、事業の実施に関する個別の

判断は、環境省ではなく各自治体が行うことに留意する必要があるが、指導監督権限のある

「行政職員」と事業を行う「動物取扱業者」のそれぞれの立場において、「3.基準の解説」の
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各項目については、以下のように使われることを想定している。 

「3.基準の解説」各項目の使い方 

●行政職員 

○基準の細部解釈・・・動物取扱業者の立入検査時等に、遵守していることを確認する際

の事項 

基準を満たさない等違反状況が確認された場合には、法に基づい

て厳格な運用を行う想定 

○チェックポイント・・・動物取扱業者の立入検査時等において、基準を遵守しているこ

とを確認する際にポイントとなる事項 

●動物取扱業者 

○基準の細部解釈・・・基準の意味をより具体化した事項 

○参考・・・その他適正な飼養に参考となる事項 

       関連法令や様式例、動物の特性等 

○推奨事項・・・動物にとって、より適正な飼養となる推奨される事項 

 

 

また、飼養管理基準が動物取扱業者に広く利用される事を想定し、以下のグルーピング案

で整理した解説書についても作成する。 

 うさぎ 

 ハムスター 

 モルモット 

 シマリス 

 チンチラ 

 デグー 

 フクロモモンガ 

 ヨツユビハリネズミ 

 フェレット 

 ウマ 

 ブタ 

 ヒツジ 

 ヤギ 

 ウシ  等 
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２チェックリスト 
※各項目のチェックポイントを統合し記載する。 
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３基準の解説 
ここでは、令和●年●月●日から施行される基準省令により具体化された犬猫以外

の哺乳類に関する新たな基準について、まず『条文の該当箇所』を冒頭に示し、基準

の『趣旨』、『チェックポイント』、基準遵守の判断基準となる『基準の細部解釈』、関

連法令や様式例等を示した『参考』という順で構成している。「２チェックリスト」

とこの「３基準の解説」を用いて、動物の飼養、保管の状態を常に確認し、基準の遵

守を徹底していただきたい。また、動物にとって、より適正な飼養となるよう積極的

に導入していただきたい事項を『推奨事項』の欄に記載しており、併せて参照いただ

きたい。【趣旨、チェックポイント、参考及び推奨事項は検討中】 

 
１. 飼養施設の管理、飼養施設に備える設備の構造及び規模並びに当該設備の管理

に関する事項 

■ケージ等の規模について            【基準及び細部解釈 検討中】 
第２条第１号 ロ 飼養施設に備える設備の構造、規模等は、次に掲げるとおりと

する。 

（１）～（２） 略 

（３） ケージ等の構造及び規模は次に掲げるとおりとする。ただし、傷病動物の

飼養若しくは保管をし、又は動物を一時的に保管する等特別な事情がある場合

にあっては、この限りでない。 

（一） 略 

（二）犬及び猫以外の哺乳類に属する動物のケージ等は、次のとおりとすること。 

（イ）うさぎにあっては、１頭当たりのケージ等の規模は、縦の長さが頭胴長

（鼻先から尾の付け根までの長さをいう。以下同じ。）の２倍以上、横の長

さが頭胴長の１．５倍以上、高さが頭胴長の１．７倍以上とする（複数の個

体を同一のケージ等で飼養又は保管する場合にあっては、いずれも、これら

の個体のうち最も頭胴長が長い個体の頭胴長を基準とする。以下ロ及びハに

おいても同じ。）。飼養期間が長期間にわたる場合にあっては、走る、登る等

の運動ができるように、より一層の広さ及び空間を有するものとすること。

ただし、適切な頻度と時間を定め、十分に運動することができる状態に置く

ことができる場合は、この限りでない。 

（ロ）ハムスターにあっては、１頭当たりのケージ等の規模は、頭胴長の２乗

に７．５を乗じて得た数値以上の床面積を備え、及び高さが頭胴長の２倍以

上とすること。複数のハムスターを同一のケージ等で飼養又は保管する場合

にあっては、２頭目以降は１頭当たり頭胴長の２乗に２．５を乗じて得た数

値以上の床面積を追加することで足りるものとする。 

（ハ）モルモットにあっては、１頭当たりのケージ等の規模は、頭胴長の２乗

に６を乗じて得た数値以上の床面積を備え、及び高さが頭胴長の１．５倍以

上とすること。複数のモルモットを同一のケージ等で飼養又は保管する場合

にあっては、２頭目以降は１頭当たり頭胴長の２乗に２．２５を乗じて得た

数値以上の床面積を追加することで足りるものとする。 

（ニ）その他哺乳類に属する動物のケージ等にあっては、個々の動物が自然な
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姿勢で立ち上がる、横たわる等の日常的な動作を容易に行うための十分な広

さ及び空間を有するものとすること。飼養期間が長期間にわたる場合にあっ

ては、走る、登る、泳ぐ、飛ぶ等の運動ができるように、動物の種類、生理、

生態、習性等を考慮し、より一層の広さ及び空間を有すること。ただし、適

切な頻度と時間を定め、十分に運動することができる状態に置くことができ

る場合は、この限りでない。 

（三）哺乳類に属する動物（以下単に「哺乳類」という。）以外の動物のケージ

等は、個々の動物が自然な姿勢で立ち上がる、横たわる、羽ばたく等の日常的

な動作を容易に行うための十分な広さ及び空間を有するものとすること。飼養

期間が長期間にわたる場合にあっては、必要に応じて、走る、登る、泳ぐ、飛

ぶ等の運動ができるように、より一層の広さ及び空間を有するものとするこ

と。 

 

趣旨 

動物の飼養及び保管にあたっては、動物にとって必要な運動、休息及び睡眠を確保するとと

もに、健全に成長できるよう、動物の種類、生態、習性、生理を考慮した施設・設備を備える

必要がある。 

 

チェックポイント 

 ケージ等の基準を満たす。 

 自然な姿勢で立ち上がる、横たわる等の日常的な動作がしやすい十分な広さがある。（立

ち上がる、横たわる、方向転換する、身繕いする等の動作を容易に行える広さか。） 

 

基準の細部解釈 

＜ケージ等＞ 

動物の飼養又は保管のために使用する、おり、かご等の設備を指す。このため、いわゆるケー

ジそのものだけではなく、平飼いの施設や運動スペースの外周を囲う柵等の設備もケージ等に

含まれる。また、部屋等で放し飼いをしている場合は、部屋全体がケージ等に当たる。 

＜飼養期間が長期間にわたる場合＞ 

長期間の飼養が行われることが前提となる販売業、譲渡業、貸出業、展示業、譲受飼養業が

該当し、具体的にはブリーダーのもとにいる動物やペットショップで販売のために展示される

動物、触れ合い施設で展示される動物等が該当する。一方、長期間の飼養が想定されない保管

業等の業態（ペットホテルにおける数日の預かりや保管等）は、「飼養期間が長期間にわたる

場合」には該当しない。 

＜適切な頻度と時間＞ 

個々の動物の健康維持や発育、ストレスの軽減等のために、以下の観点を踏まえて定量的に

定める運動頻度や時間のこと。 

・生理、生態、習性 

・動物の成長段階や年齢等 
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・健康状態 

＜十分に運動することができる状態＞ 

個々の動物が運動可能な空間において、その空間内を動物が動き回って必要な運動ができる

状態。飼養期間が長期間にわたる場合のケージ等の規模を定めている動物にあっては、それよ

りも広い空間とすること。 

＜十分な広さ及び空間＞ 

【チンチラ、デグー】･･･個々の動物が自然な姿勢で立ち上がる、横たわる、砂を浴びること

ができる十分な空間。 

【ウマ】･･･複数頭を同じ空間で飼養する場合には、同じ群の全てのウマが同時に横臥し、容

易に体の向きを変えることができる空間。特に、哺乳期の子ウマを伴っている母ウマや妊

娠中のウマについては、十分な空間を与える。 

【ブタ】･･･複数頭を同じ空間で飼養する場合には、同じ群の全てのブタに対し、妨げられる

ことなく、同時に横臥、休息、起立することができる十分な空間。特に妊娠した繁殖雌ブ

タは、寝起きすることが不自由で、枠に腹部を圧迫され、乳房を隣の豚に踏まれる等の事

故が起こるおそれがあるため、事故が起こらない十分な広さを確保する。また、分娩後や

泌乳中の母ブタにあっては、子豚の圧死の防止及び子ブタが母ブタから自由に授乳できる

ことを考慮する。 

【ヒツジ、ヤギ】･･･複数頭を同じ空間で飼養する場合には、同じ群の全ての動物に対し、妨

げられることなく、同時に横臥、休息、起立することができる十分な空間。 

【ウシ】･･･複数頭を同じ空間で飼養する場合には、同じ群の全てのウシに対し、妨げられる

ことなく、同時に横臥、休息、起立、毛繕いすることができる十分な空間。特に横臥又は

立ち上がる場合、頭を前後に動かす行為が行うことができる十分な空間。 

 

 

＜より一層の広さ及び空間＞ 

【シマリス】･･樹上性で活発な動物であるため、飛び移ったりして十分に動き回れるような、

広さ及び高さのある空間。 

【チンチラ、デグー】･･･活発な動物であるため、飛び移ったりして十分に動き回れるような、

広さ及び高さのある空間。 

【フクロモモンガ】･･･樹上性で活発な動物であるため、滑空したりして十分に動き回れるよ

うな、広さ及び高さのある空間。 

【ヨツユビハリネズミ】･･･回転輪を設置できるような空間又は走ったりして十分に動き回れ

るような広い空間。 

【フェレット】･･･穴や隙間に潜りたがる習性があり、後肢だけで立ち上がることもできるた

め、これらの行動のために十分に動き回れるような、広さ及び高さのある空間。 
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参考 

 頭胴長の測り方について：うさぎ、ハムスター、モルモットの頭胴長にあっては次の図

を参考に計算する。 

（図解） 

 動物を飼養するケージ等には、動物の生態及び習性並びに飼養期間に応じて第２条第１

号ハ（二）に定められた設備を備えること 

第２条第１号ハ（二） 

ケージ等に、動物の生態及び習性並びに飼養期間に応じて、遊具、止まり木、砂場及び

水浴び、休息等ができる設備を備えること 

 同じケージ等で複数の動物を飼養又は保管する場合には、第２条第７号ヲに従って、過

度な動物間の闘争等が発生することを避けること。 

第２条第７号ヲ 

異種又は複数の動物の飼養又は保管をする場合には、ケージ等の構造若しくは配置又は

同一のケージ等内に入れる動物の組合せ及び哺乳類にあっては飼育頭数を考慮し、過度

な動物間の闘争等が発生することを避けること。 

 飼養期間の長短に関わらず、走る、登る、泳ぐ、飛ぶ等の運動が困難なケージ等におい

て動物の飼養又は保管をする場合には、第２条第７号レに従って、動物のストレスを軽

減するために、必要に応じて運動の時間を設けること。 

第２条第７号レ 

走る、登る、泳ぐ、飛ぶ等の運動が困難なケージ等において動物の飼養又は保管をする

場合には、これによる動物のストレスを軽減するために、必要に応じて運動の時間を設

けること 

 

◆推奨事項 

 より一層の広さ及び空間 

【うさぎ】･･･１頭当たりのケージ等の規模の床面積の４倍以上（複数の個体を同一のケージ

等内で飼養又は保管をする場合は、これらのうさぎのうち最も頭胴長が長いうさぎの床面

積の４倍以上が確保されていること。）及び高さが頭胴長の１．７倍以上（複数のうさぎを

同一のケージ等で飼養又は保管する場合にあっては、これらのうさぎのうち最も頭胴長が

高いうさぎの頭胴長の１．７倍以上）とすることが望ましい。また、自然に近い行動を取

れるよう、段差等により安全に上下運動が可能な空間を有することが望ましい。 

【チンチラ】･･･飼養期間が長期間にわたる場合、活発な動物であるため、飛び移ったりして

十分に動き回れるような大きく、高さのある空間で、２頭までのケージ等の規模は、頭胴

長（複数のチンチラを同一のケージ等で飼養又は保管する場合にあっては、これらの動物

のうち最も頭胴長が長い動物の頭胴長）の２乗に５を乗じて得た数値以上の面積を備え、

及び高さが頭胴長の２倍以上とすることが望ましい。同一のケージ等で飼養又は保管する

チンチラが２頭を超える場合は、１頭を追加する毎に頭胴長の２乗に２．５を乗じて得た

数値以上の面積を追加することが望ましい。 
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【デグー】･･･飼養期間が長期間にわたる場合、２頭までのケージ等の規模は、頭胴長（複数

のデグーを同一のケージ等で飼養又は保管する場合にあっては、これらの動物のうち最も

頭胴長が長い動物の頭胴長）の２乗に１７．５を乗じて得た数値以上の面積を備え、及び

高さが頭胴長の２．５倍以上とすることが望ましい。同一のケージ等で飼養又は保管する

デグーが２頭を超える場合は、２頭を追加する毎に頭胴長の２乗に１７．５を乗じて得た

数値以上の面積を追加することが望ましい。 

【ヨツユビハリネズミ】･･･飼養期間が長期間にわたる場合、１頭当たりのケージ等の規模は、

頭胴長（複数のヨツユビハリネズミを同一のケージ等で飼養又は保管する場合にあっては、

これらの動物のうち最も頭胴長が長い動物の頭胴長）の２乗に２７．５を乗じて得た数値

以上の面積を備えることが望ましい。 

【フェレット】･･･飼養期間が長期間にわたる場合、１頭当たりのケージ等の規模は、頭胴長

（複数のフェレットを同一のケージ等で飼養又は保管する場合にあっては、これらの動物

のうち最も頭胴長が長い動物の頭胴長）の２乗に５を乗じて得た数値以上の面積を備え、

及び高さが頭胴長の１．８倍以上とすることが望ましい。同一のケージ等で飼養又は保管

するフェレットが２頭を超える場合は、１頭を追加する毎に頭胴長の２乗に５を乗じて得

た数値以上の面積を追加することが望ましい。 
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参考資料５ 

■ケージ等の安全な構造及び素材について 
第２条第１号 ロ 飼養施設に備える設備の構造、規模等は、次に掲げるとおりと

する。 

（１）～（３） 略 

（４） ケージ等及び訓練場は、突起物、穴、くぼみ、斜面等によって、動物が傷

害等を受けるおそれがないような安全な構造及び材質とすること。また、哺乳類

の飼養施設にあっては、ケージ等及び訓練場は、錆、割れ、破れ等の破損がない

ものとすること。また、犬又は猫の飼養施設にあっては、ケージ等及び訓練場は、

床材として金網が使用されていないものとする（犬又は猫の四肢の肉球が傷ま

ないように管理されている場合を除く。）。 

 

趣旨 

ケージ等及び訓練場は、突起物、穴、くぼみ、斜面等によって、動物が傷害等を受けるおそ

れがないような安全な構造及び材質とする必要があるため、床材やケージに着目し、使用でき

ない材料や破損の状態が基準として規定されている。 

 

チェックポイント 

 ケージ等及び訓練場は、突起物、穴、くぼみ、斜面等によって、動物が傷害等を受ける

おそれがない。 

 小型哺乳類のケージ等は、落下や逸走のおそれがない構造で囲う。 

 ケージ等及び訓練場は、錆、割れ、破れ等の破損がない。 

 

基準の細部解釈 

＜安全な構造＞ 

床、扉、格子、壁、天井等の隙間や穴等に頭部や四肢を挟むこと、滑り、転倒又は落下によ

り、哺乳類が傷害を受けることのない構造。また、衝撃によりケージ等が落下又は転倒して

哺乳類が傷害等を受けることのないように確実に固定するとともに、哺乳類がケージ等から

逸走しないよう十分な高さの柵等の構造で囲うこと。ブタ、ウシ、ウマなどの有蹄類につい

ては、転倒や滑りを可能な限り抑える床構造とし、肢蹄の健康を増進させ、傷害等の原因と

なるような突起物がない構造とすること。 

【ハムスター】･･･ケージ等に金網を用いる場合は、ハムスターが高層からの落下や四肢を挟

み込む事故（骨折等）及び切歯が引っかかることにより破折する等のケガをするおそれが

ない設計とする。 

【ウマ】･･･床及び壁等の表面は、突起物等でウマが傷害等を受けることのない構造とする。

床は、スリップ等によってウマが傷害等を受けない構造とする。 

【ブタ】･･･床の表面は乾燥した状態を保つ（ただし、暑熱ストレスを防ぐため、スプリンク

ラー又は噴霧器を使用する場合を除く）ため、傾斜等で水が溜まらない設計とする。すの

こを用いる場合は、ブタがスリットに体の一部が挟まったり、傷害等を受けたりすること

のない幅や形状とする。 
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参考資料５ 

【ウシ】･･･追い込み柵、牛房等は、突起物等でウシが傷害等を受けることのない構造とする。

牛房内の床は、水が溜まらない構造とする。 

＜安全な材質＞ 

床材は、哺乳類が脚を滑らせてケガをすることがなく、排水が良く、表面が乾燥しやすい

材質とし（ただし、アシカやオットセイ等親水性の高い哺乳類で滑りながら移動する習性の

ある場合においてはその限りではない）、すのこや金網を使う場合は、トレー、クッションや

マット、寝床等により、すのこや金網に触れずに身体を休めることができる場所を作ること。

また、床、扉、格子、壁、柵や天井等については、囓る、ぶら下がる、ぶつかる、掘る等によ

り破損しない材質とするとともに、有害な化学物質等を含む塗装は避けること。 

【ウマ】･･･床は、スリップ等によってウマが傷害等を受けたりしない材質とする。また、敷

料を用いる場合は、第２条第１号ハ（３）の草地等において飼養又は保管をする等特別な

事情に関する細部解釈も参考に、清潔で乾燥した状態を維持すること。 

【ブタ】･･･ゴムマットや敷料等を用いる場合、ブタが快適に横臥できるよう、第２条第１号

ハ（３）の草地等において飼養又は保管をする等特別な事情に関する細部解釈も参考に清

潔で乾燥した状態を維持すること。 

【ウシ】･･･床面は滑りや転倒を可能な限り小さく抑えた材質とし、肢蹄の健全性を増進し、

ウシが蹄に傷害等を受けるリスクを軽減すること。また、敷料を用いる場合は、第２条第

１号ハ（３）の草地等において飼養又は保管をする等特別な事情に関する細部解釈も参考

に、清潔で乾燥した状態を維持すること。 

 

◆推奨事項 

 哺乳類の生態及び習性に応じて適した構造及び材質、適さない構造及び材質 

・シマリス：脱走や、四肢や頭を挟むことがないよう、ケージ側面の金網の網目の間隔は 1cm

ほどが望ましい。 

・ウマ：床及び壁等の全ての表面は、簡単に清掃・消毒ができることが望ましい。 

・ウシ：牛房内の床は、水が溜まらないよう２％程度の勾配を設けることが望ましい。通路

は、滑らない材質にすること。また、通路及びゲートを自由に行動ができるような設計に

する場合は、蹄が糞尿で埋まらないように第２条第１号ハ（３）を参考に適切に処理する

こと。 

・長時間横臥姿勢で過ごす動物：ウシ、ブタ等１日の大半を横臥姿勢で過ごす動物について

は、敷料の柔らかさにも配慮することが望ましい。 

 

 

  



 

11 

参考資料５ 

■自然な行動を発現させるための設備、清掃について 
第２条第１号 ハ 飼養施設に備える設備の管理は、次に掲げるところにより行

うものとする。 

（１） ケージ等に、給餌及び給水のための器具を備えること。ただし、一時的に

飼養又は保管をする等の特別な事情がある場合にあっては、この限りでない。 

（２） ケージ等に、動物の生態及び習性並びに飼養期間に応じて、遊具、止まり

木、砂場及び水浴び、休息等ができる設備を備えること。 

（３） ケージ等の清掃を１日１回以上行い、残さ、汚物等を適切に処理すること。

ただし、草地等において飼養又は保管をする等特別な事情がある場合にあって

はこの限りでない。 

（４） ふん尿に係る動物の衛生管理のため、ケージ等には、ふん尿の受け皿を備

え、又は床敷きを敷く等の措置を講じること。 

（５） 保管業者及び訓練業者にあっては、（４）に掲げるもののほか、飼養又は

保管をする動物を搬出するたびにケージ等の清掃及び消毒を行うこと。 

（６）（７）略 

 

趣旨 

ケージ等に、給餌及び給水のための器具や動物の生態及び習性並びに飼養期間に応じた設備

を備えることにより、動物の自然な行動が発現されるよう規定されたもの。 

また、ケージ等の清掃を行うことにより、動物の衛生管理を義務付けるものである。 

 

チェックポイント 

 ケージ等に、給餌及び給水のための器具が備えられているか。 

 ケージ等に、動物の生態及び習性並びに飼養期間に応じて、遊具、止まり木、砂場及び

水浴び、休息等ができる設備が備えられているか。 

 ケージ等の清掃が１日１回以上行われているか。 

 

基準の細部解釈 

＜一時的＞ 

ケージの清掃等により数時間程度仮の保管場所で過ごす場合。 

＜一時的に飼養又は保管をする等の特別な事情＞ 

獣医師に事前の診療を受け給餌・給水を中断すべきと指示された場合等。 

＜砂場＞ 

チンチラ及びデグーについては汚れた被毛をきれいにするため砂場が必要である。砂場の

砂は十分に乾燥させておくこと。 

＜水浴びができる設備＞ 

カワウソ等親水性の高い哺乳類については、水浴びができる水場（プール等）の設備が必

要である。哺乳類の生態及び習性に応じた水場面積と陸場面積の割合とし、水質維持のため、

ろ過フィルターを使用又は止水の場合は新鮮な水を保てるよう換水すること。 

＜休憩等ができる設備＞ 
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参考資料５ 

顧客等との接触や視線及び照明・音響にさらされている状態を避けることが可能であって、

哺乳類が十分に休息可能な設備を指す。休息する場所又は設備は、その哺乳類の野生におけ

る生態及び習性に応じて、乾燥した床や風を避けられる場所（親水性の高い哺乳類を除く）、

巣箱、睡眠用シェルター、トンネル、ハンモック等を設置し、常時使用できるようにするこ

と。また、各個体が交代ではなく全個体が同時に横になって休むことができる十分な広さで

ある必要があり、複数の出入口を設けること等により各個体が自由に出入り可能となるよう

にすること。 

【フクロモモンガ】･･･野生では木のくぼみの巣の中で眠る習性があるため、飼育下では巣箱、

バッグ又はポーチ等の眠ることができる設備を備えること。 

＜動物の生態及び習性並びに飼養期間に応じて、（～中略～）、休憩等ができる設備＞ 

妊娠や出産、子育て時における巣作り、物に体を擦り付ける身繕い行動等、本来の動物の

習性が発揮できる、又は要求を満たせるような設備。 

＜適切に処理＞ 

ケージだけでなく、ケージ内のトイレ、えさ場（給餌・給水器）、寝る場所、隠れ場所等の

動物と接触する部分について、清掃（消毒を含む）を行い、施設、設備等を清潔に保つこと。

残さ、汚物等は取り除き、動物にとって快適な環境を提供するため、敷料の交換等により床

表面を清潔な状態に保つこと。 

＜草地等＞ 

中大型哺乳類（ウマ、ブタ、ヤギ、ヒツジ、ウシ等）を飼養又は保管する際に用いられる、

牧場のような広い草地や運動場、敷料の入った房等。 

＜特別な事情＞ 

牧場のような広い草地や運動場が日に当たることなどで自然乾燥する場合や、小屋で尿が

残る敷料を毎日全て撤去せずとも、数日間であればその上に敷料を追加するなどによって敷

料全体が乾燥した状態を保つことのできるケース。ただし、敷料を追加することで敷料が腐

敗する等の不衛生な状態にならない場合に限る。 

 

参考 

 うさぎの盲腸便（糞食）について：うさぎは自分の肛門から直接盲腸便を食べることに

よりタンパク質やビタミン B 類などを摂取するため、盲腸便が落ちていたら健康状態

の確認を行うことが望ましい。また一度床に落ちた盲腸便は食べないことが多いため、

清掃時に取り除く。 

 残さについて：与えた餌の食べ残しなどを指す。 
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参考資料５ 

◆推奨事項 

 哺乳類の生態及び哺乳類の生態及び習性に応じて推奨される設備について 

・うさぎ：野生では土に穴を掘り、多くの時間を過ごす習性があるため、飼育下ではうさぎ

が隠れられる巣箱やシェルター等を置くとよい。 

・ハムスター：適切な敷料と基質（ほこりのない木の削りくず又は粒状のトウモロコシの穂

軸）を十分な量提供することが望ましい。営巣材料としては、干し草、木毛、細断紙又は

厚紙が適している。登ったり穴を掘ったりするような自然な行動ができるよう運動ホイー

ル、スロープ及びプラスチック製又は段ボール製のトンネル等を与えるとよい。また、睡

眠用シェルターがあるとよい。 

・チンチラ：砂場の材料としてチンチラ専用の砂等、できる限り粒子が細かいものが適して

いる。 

・フクロモモンガ：水平方向だけでなく、垂直方向にも移動できるよう、枝や棒、止まり木、

棚等をケージの様々な高さに設置するとよい。 

・ヨツユビハリネズミ：睡眠用シェルター、運動ホイールがあるとよい。シェルターはプラ

スチックのように衛生管理が可能な材料又は汚れたときに処理できる段ボールがよい。運

動ホイールを使用する場合はハリネズミの足が抜けてケガをすることがあるので、網目の

大きいものやはしご状になっているものは避けるとともに、小さすぎると背中が反った状

態となるため、体のサイズに合ったものにすること。 

・フェレット：穴に潜る習性があるため、飼育下では柔らかい敷材やトンネル等で潜れるよ

うにするとよい。また、遊ぶためのおもちゃや、安心して睡眠できる場所としてハンモッ

クを設置するとよい。 

・ブタ：分娩時にあっては、藁を与え巣作りができる状態にすることが望ましい。 
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参考資料５ 

２. 飼養施設又は保管に従事する従業者の員数に関する事項 

■従業者の員数について 
第２条第２号 飼養又は保管をする動物の種類及び数は、飼養施設の構造及び規

模並びに動物の飼養又は保管に当たる職員数に見合ったものとすること。 

 

趣旨 

動物の飼養保管及び飼養施設・飼養設備の管理を適切に行うためには、取り扱う動物の種類

及び数、事業内容等に応じて、適正な数の職員を配置する必要がある。 

１人当たりの飼養保管頭数が多く、個体の飼養保管や施設の維持管理が行き届かないという

ことがないよう、清掃、給餌、健康チェック、運動、触れ合い活動等の適切な飼養保管を行う

時間を確保する必要がある。 

 

チェックポイント 

 ケージ等の清掃が１日１回以上行われており、残さ、汚物等が適切に処理されている。 

 

基準の細部解釈 

＜職員数に見合ったもの＞ 

清掃、給餌、健康チェック、運動、触れ合い活動、必要な訓練等の適切な飼養保管を行う

時間を確保し、個体の飼養保管や施設の維持管理が行き届いた状態を保つことが可能な動物

の種類及び数。 

 

◆推奨事項 

 適切な数の職員の配置・職員の資質の向上 

動物の飼養保管及び飼養施設・飼養設備の管理を適切に行うためには、取り扱う動物の

種類及び数、事業内容等に応じて、適正な数の職員を配置することが望ましい。さらに、

よりよい動物の飼養管理の実現のためには、適切な数の職員を配置した上で、１頭１頭の

飼養管理により長い時間をかけ、丁寧に世話をすることに加え、職員の知識及び能力等の

向上により飼養管理の質を高めることが望ましい。 
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参考資料５ 

３. 動物の飼養又は保管をする環境の管理に関する事項 

■温度計・湿度計の設置、光環境の管理、夜行性動物に関する飼養環境について 
第２条第３号  

イ 動物の生理、生態、習性等に適した温度、湿度、明るさ、換気等が確保され、

及び騒音が防止されるよう、飼養又は保管をする環境（以下「飼養環境」という。）

の管理を行うこと。（略） 

ロ 哺乳類の飼養又は保管を行う場合には、飼養施設に温度計及び湿度計を備え

付けた上で、低温又は高温により動物の健康に支障が生じるおそれがないよう、

飼養環境の管理を行うとともに、臭気により飼養環境又はその周辺の生活環境

を損なわないよう、飼養施設の清潔を保つこと。 

ハ 哺乳類の飼養又は保管を行う場合には、自然採光又は照明により、日長変化

（昼夜の長さの季節変化をいう。第３条第３号ハにおいて同じ。）に応じて光環

境を管理すること。 

 

趣旨 

犬猫以外の哺乳類の健康・安全の確保のためには、その種、習性等に応じた適切な温度・湿

度の維持等の環境管理が必要である。犬猫以外の哺乳類は、種ごとに生理的特性等が異なる部

分もあり、また、同じ種であっても、年齢や疾患等の健康状態が異なる場合もあることから、

種だけでなく個体の状態に応じて、適切な温度・湿度の確保を行うことが必要となる。このよ

うに個体の状態に応じた適切な管理を促すため、低温又は高温により動物の健康に支障が生じ

るおそれがないよう、飼養環境の管理を行うことが義務付けられる。また、臭気等によって犬

猫以外の哺乳類の飼養環境や、周辺の生活環境を損なわないよう清潔にすることが義務付けら

れる。自然光や照明がない場所での飼養を禁止するとともに、犬猫以外の哺乳類の生理生態や

習性を考慮し、自然採光又は照明により適切な明期・暗期を設けた光環境を管理することが義

務付けられる。 

これらの環境の管理に関する事項は、外的環境要因による影響が大きく、遵守基準として一

律に上限値や下限値を定めた場合、数値はぎりぎり満たすが動物の飼養又は保管の状態として

は適切でない状態を招き、それに対する指導を妨げるおそれ等もあること、季節や地域による

差が大きいこと、寒冷地に適した種等様々な種があること等を考慮し、一律に数値を定めるの

ではなく、温度・湿度計の設置を義務付け日常的な管理を促すとともに、禁止される動物の状

態そのものを規定し、個体ごとの適正な管理を義務付け、低体温症や熱中症等を防ぐものとし

ている。 

 

チェックポイント 

 飼養施設に温度計と湿度計が備え付けられている。 

 寒さ、暑さにより健康に支障が生じるおそれ（震えや開口呼吸など）がない。 

 清潔が保たれ、飼養環境や生活環境を損なうような臭いがない。 

 自然光や照明により、適切な光の管理をしている。 
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基準の細部解釈 

＜動物の生理、生態、習性等に適した温度＞ 

犬猫以外の哺乳類に適した温度は、20～28℃（チンチラ及びヒツジ、ヤギ、ウシ等の反芻

動物は～25℃）を基本としつつ、寒冷地、温暖地等各哺乳類の生息地を踏まえ、健康に支障

が生じない温度とする。また、年齢や体調等も考慮した温度とすること。なお、温度は、実

際に動物がいる高さ（中大型哺乳類においては体高付近）において測定すること。 

＜騒音が防止されるよう＞ 

健康を維持するために、常時においてストレスにさらされることなく静かに過ごせる環境

を確保すること。また、生理、生態や習性を考慮し、日長変化（昼夜の長さの季節変化）に応

じて、適切な就寝時間を確保するとともに、活動時間よりもさらに静かに休息できる環境を

整えること。 

＜動物の健康に支障が生じる＞ 

寒さに対する震え、暑さに対する開口呼吸等が生じている状態。（主な動物における具体的

な状態は表 1 を参照） 

＜臭気により飼養環境又はその周辺の生活環境を損なわない＞ 

悪臭防止法において「特定悪臭物質」に指定されているアンモニア（し尿のような臭い）

やメチルメルカプタン（腐った玉ねぎのような臭い）の規制基準を参考に、臭気により環境

を損なわないように清潔を保たれた状態。 

＜日長変化に応じて光環境を管理＞ 

生理、生態や習性を考慮し、自然採光又は照明、遮光等により、日長変化（昼夜の長さの

季節変化）に応じて光環境を管理すること。夜行性の哺乳類については、昼間に休息がとれ

るように、日中は直射日光を避け、夜は暗くすること。 
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表 1 暑さ、寒さに対する各動物の状態 

■重症度が高く、直ちに処置や飼養環境等の改善が必要 
動物の種類 【熱中症の状態】 【低体温症の状態】 

うさぎ、ハムスター、

モルモット、シマリ

ス、チンチラ、デ

グー、フクロモモン

ガ、ヨツユビハリネズ

ミ、フェレット 

 

ウマ、ブタ、ヒツジ、

ヤギ、ウシ 

・体温が高い 

・ぐったりしている 

・痙攣する 

・心拍数が上がる 

・チアノーゼ（血中の酸素が不足して唇などが青紫

色になる） 

・下痢、嘔吐 

・意識が消失・混濁する 

・よだれを垂らす、よだれが出る、増える（体を舐め

て濡らし、気化熱で体温を下げようとする） 

・末梢血管が充血する（耳などが赤くなる） 

・手脚や体が冷たく、体温が異常に

低い 

・動きが鈍くなる、ぐったりしている 

・心拍数が下がる 

・意識が消失・混濁する 

 

■注意すべき状態、必要に応じて処置や飼養環境等の改善が必要 

動物の種類 【暑さに対する注意が必要な状態】 【寒さに対する注意が必要な状態】 

うさぎ、ハムスター、

モルモット、シマリ

ス、チンチラ、デ

グー、フクロモモン

ガ、ヨツユビハリネズ

ミ、フェレット 

・呼吸促拍（呼吸が早く、浅くなる） 

・食欲減退 

・飲水量増加 

・体表面を広げて体熱を逃がそうとするため、日陰

や冷たい場所で手足を伸ばす、腹ばいになる 

・震える 

・集団で体を寄せ合う（群れの飼養

の場合） 

ウマ、ブタ、ヒツジ

ヤ、ギ、ウシ 

・呼吸促拍（呼吸が早く、浅くなる）、パンティング 

・食欲減退 

・飲水量増加 

 

（ウマ） 

・異常な発汗（発汗量が極端に少ない無汗症に注

意） 

・頭を多く動かす 

 

（ブタ） 

・泥浴びや糞尿にまみれる（発汗能力が低いため） 

 

（ヒツジ、ヤギ） 

・日陰を探す 

 

（ウシ） 

・舌を出して呼吸する 

・よだれが出る 

・乳量が減少する（乳牛） 

・震える 

・集団で体を寄せ合う（群れの飼養

の場合） 

・食欲増加 

 

（ブタ、ヤギ） 

・筋肉が硬直する 

 

（ヤギ） 

・歯ぎしり 

 

（ヒツジ） 

・庇蔭場（風よけ）を探す 

※畜産動物については、温湿度指数（ＴＨＩ：Temperature Humidity Index）で暑熱ストレスを考慮しており、湿

度についても配慮が必要である。 
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参考 

 騒音に係る環境基準 

【P】環境省の定める「騒音に係る環境基準」を追記することを検討。 

 悪臭防止法 

都道府県や市が指定する規制区域内の工場・事業場の事業活動に伴って発生する悪臭

について必要な規制を行っているもので、敷地境界線上の規制基準として、地域の自然

的・社会的条件に基づいて、悪臭物質の濃度等が定められている。例えばアンモニアで

あれば、下表に示すように 1ppm、2ppm、5ppm が臭気強度に対応する濃度となってお

り、規制基準を超える場合は、悪臭防止法に基づく勧告・命令等の対象となる場合があ

る。 

表 2 臭気強度とアンモニア及びメチルメルカプタンの濃度 
 臭気強度に対応する濃度（単位ppm） 

（臭気強度） 2.5 3 3.5 
アンモニア 1 2 5 

メチルメルカプタン 0.002 0.004 0.01 

 臭気の測定方法 

嗅覚は同じ環境にいると鈍くなり、悪臭があるのに感じなくなるような場合もあるた

め、臭気の測定等も活用して、清潔な状態が保たれているか定期的にチェックすること

が望ましい。また、立入検査等における第三者からの評価も有効である。臭気（アンモ

ニア）については以下のような測定方法がある。簡易的な方法ではあるが、測定した値

は、臭気発生防止のための自主管理や検査を行う際の目安として活用できる。 

1)検知管：検知管は、空気中に含まれる様々な気体の濃度を測定する機器（ガラス管）で

ある。検知管には、測定対象の気体（この場合はアンモニア）に対する変色反応を示

す薬剤（検知剤）が充填されており、管の表面には濃度を示す目盛が印字されている。

気体採取機に検知管を接続して気体を吸引すると、気体中にアンモニアが含まれてい

る場合に、検知剤が変色する。変色範囲の長さがアンモニア濃度に対応しており、検

知管に印字された目盛からアンモニア濃度を読み取ることができる。検知管は比較的

安価で入手できるが、1 つの検知管を複数回使用することはできない（使い捨てで使用

する）。 

2)ガス検知器：ガス検知器は、空気中に含まれる危険なガスや有毒ガスを検知し、濃度を

測定する機器である。機器の内部には、ガスを検知するセンサーが組み込まれており、

機器によって検知できるガスの種類が異なる。対象のガス（この場合はアンモニア）

を検知すると、機器に付属する画面に、アンモニア濃度がデジタル形式で表示される

ものが主流である。特にポータブル式のガス検知器は、場所を問わず、どこでもアン

モニア濃度を測定することができる。ガス検知器は検知管と比較すると高価だが、繰

り返し使用することが可能である。 
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 夜行性哺乳類への配慮 
野生下で夜行性の哺乳類において、飼養下では馴化し、昼間に行動している場合もあ

るが、本来の生理生態を踏まえた飼養環境を整えた上で、日中に展示する際には隠れら

れる場所を設置するなど、必要な休息を与えられる環境にすること。 

表 3 夜行性哺乳類の例 
科和名 名称（流通名） 標準和名（日本哺乳類学会） 備考 

キヌゲネズミ科 
ドワーフハムスター（ジャンガリアンハムスター、ロボロフス

キーハムスター、キャンベルハムスター） 

ヒメキヌゲネズミ、ロボロフスキーキヌゲネ

ズミ、キャンベルキヌゲネズミ 
昼にも行動 

キヌゲネズミ科 ゴールデンハムスター ゴールデンハムスター 昼にも行動 

テンジクネズミ科 モルモット テンジクネズミ   

チンチラ科 チンチラ チンチラマウス 昼にも活動的 

フクロモモンガ科 フクロモモンガ フクロモモンガ   

ハリネズミ科 ヨツユビハリネズミ（ハリネズミ） ヨツユビハリネズミ   
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４. 動物の疾病等に係る措置に関する事項 

■状態悪化時の受診について 
第２条第４号 ヘ 動物が疾病にかかり、又は傷害を負った場合には、速やかに必

要な処置を行うとともに、必要に応じて獣医師による診療を受けさせること。特

に、哺乳類にあっては、個体の状態が悪化した等健康及び安全の保持に必要と判

断されるときには、特別な事情がある場合を除き、獣医師による診療を受けさせ

ること。 

 

趣旨 

犬猫以外の哺乳類についても、犬猫と同様に定期的な健康診断を受診することが望ましいが、

これら犬猫以外の哺乳類を適切に診療できる獣医師の数が地域によっては十分ではない状況

である。また、哺乳類の種類によっては健康診断によるストレスにより食欲不振などに陥る事

例もある。 

このため、犬猫以外の哺乳類については、個体の状態が悪化した場合等に獣医師の診療を受

けさせることが義務付けられる。ただし、適切に診療できる獣医師の数が十分でないことから、

特別な事情がある場合は、この限りではない。 

 

チェックポイント 

 食欲不振や断食（冬眠時は除く）の状態が継続していないか 

 体重が低下していないか 

 体調の変化がないか（歩行障害・異常歩行、糞尿の変化、発汗、目・鼻・耳からの分泌

物、咳や呼吸の異常など） 

 分娩の際に難産となり、母体に負担がある状態ではないか 

 

基準の細部解釈 

＜必要な処置＞ 

複数の個体を同一ケージ等で管理している場合は、まずは当該個体を隔離することや、症

状が軽微であり、自然に完治することが客観的に明らかな場合に経過観察を行う事を指す。 

＜個体の状態が悪化した等＞ 

食欲不振や断食（冬眠時は除く）が改善しない、体重低下、歩行障害・異常歩行、糞尿の変

化、過剰な発汗、傷口等からの出血、目・鼻・耳からの分泌物、皮膚、被毛の状態悪化や脱

毛、咳や呼吸の異常が見られる、分娩時に難産で母体に負担がある場合等。 

＜特別な事情＞ 

獣医師による事前の診療を受けており、診療時に個体の状態悪化時にとるべき対応の指示

を受けている場合。 
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◆推奨事項 

 動物の状態に関する情報の記録 

動物の状態悪化を把握するためには、日常的に動物の状態に関する情報（体重、採餌・給

水量、給水回数等）を計測・記録しておくことが望ましい。 

【記録項目（例）】 

・体重                ・採餌・給水量、回数 

・糞尿の状態、回数          ・皮膚、被毛、爪などの状態 

・その他、普段とは異なる行動の有無  ・怪我、傷の有無 

 かかりつけ獣医師の確保 

動物の体調不良時や、体調不良の兆候を感知した際に、速やかに相談・受診ができる体制

を整えておくためには、かかりつけ獣医師を確保することが望ましい。かかりつけ獣医師が

継続的に動物を診療することで、獣医師側にも個体の受診歴や身体的特徴、既往症等の情報

が蓄積されるため、健康状態の変化を早期に発見しやすくなるほか、個体の状況に応じた健

康管理上の適切な助言を得ることが可能になる。 
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５. 動物の展示又は輸送の方法に関する事項 

■展示時間、展示を行わない時間について 
第２条第５号 イ 動物の展示は、次に掲げるところにより行うものとする。 

（１） 販売業者、貸出業者及び展示業者にあっては、犬又は猫の展示を行う場合

には、午前８時から午後８時までの間において行うこと。ただし、特定成猫の展

示を行う場合にあっては、午前８時から午後１０時までの間において行うこと

を妨げない。特定成猫の展示を行う場合において、一日の特定成猫の展示時間

（展示開始時刻及び展示終了時刻（複数の動物の展示を行う場合にあっては、そ

れぞれの動物の展示開始時刻及び展示終了時刻）のうち最も早い時刻から最も

遅い時刻までの時間をいう。以下同じ。)は、１２時間を超えてはならない。哺

乳類（犬又は猫を除く。）の展示を行う場合には、原則として、午前８時から午

後１０時までの間において行うこととし、１日の動物の展示時間は、１２時間を

超えてはならない。 

（２） 販売業者及び展示業者にあっては、長時間連続して展示を行う場合には、

動物のストレスを軽減するため、必要に応じてその途中において展示を行わな

い時間を設けること。特に、長時間連続して哺乳類の展示を行う場合にあって

は、当該哺乳類が休息できる設備に自由に移動できる状態を確保するものとし、

その状態を確保することが困難な場合は、展示を行う時間が６時間を超えるご

とに、その途中に展示を行わない時間を設けること。 

 

趣旨 

犬猫以外の哺乳類の展示にあたっては、その健康や安全等に配慮して適切に行われる必要が

ある。犬猫以外の哺乳類へのストレスを軽減するために展示中の休息設備や状態、時間等に関

して基準が具体化された。 

哺乳類が自分の意志で、自由に移動し、休息できる設備としては、例えば、展示場所に併設

され自由に出入りできる休息部屋や、ペットショップにおいて展示区画と分けられて人目が避

けられる環境に自由に移動できるような場所が想定される。そのような設備又は場所が確保で

きない場合は、６時間を超えるごとに展示を行わない時間（休息時間）を設けることが義務付

けられる。つまり６時間以上連続した展示は禁止となる。 

 

チェックポイント 

 長時間連続して展示を行う場合、休息できる設備に自由に移動できる状態が確保されて

いるか 

 長時間連続して展示を行う場合かつ休息できる設備に自由に移動できない場合、６時間

を超えるごとに、その途中に展示を行わない時間が設けられているか 

 

基準の細部解釈 

＜原則として＞ 

展示は午前８時から午後１０時までの間に行うことを基本とするが、動物の生理、生態等

の習性を踏まえた上で、獣医師の診察により動物の健康状態に支障をきたさないことを確認
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できるなど特別な場合にはこの限りではないことを指す。 

＜休息できる設備＞ 

顧客等との接触や顧客等からの視線及び照明・音響にさらされている状態を避けることが

可能であって、哺乳類が安心して眠ったり遊んだりすることができる設備。休息中の各個体

が交代ではなく全個体が同時に横になって休むことができる十分な広さである必要がある。

例えば、動物園の展示場内などにおいては、顧客等との接触や顧客等からの視線及び照明・

音響にさらされている状態を避けることが可能な設備として、穴・草むら・樹木といった場

所なども休息できる設備として想定される。 

推奨例 休憩できる設備と認められない例 
 展示場内に、巣箱、巣穴、草むら、茂み、岩、植栽、樹

木その他の構造物等が、動物が身を隠したり視線を避

けたりできるように用意されている状態。 
 展示場の構造が、顧客等からの視線を避けられるよう

な空間（観覧者には死角となる空間）を有している状

態。（例：展示場に起伏を持たせることにより、そこへ移

動すれば視線がさえぎられるというような状態があるこ

と。） 
 観覧者からの視線を感じないほど十分な距離（広さ）が

保たれている状態。 
 寝室と展示場の間を開放することで自由に行き来でき

る状態。 

 全方位から視線が注がれるよう

な状態 
 休息場として用意されていても、

実際には利用されずにその動物

が落ち着かないなどのストレス

状態を示すような場合。用意さ

れているものが、その動物のサ

イズに合っていないなど、大きさ

が適切でない場合。 

＜自由に移動できる状態＞ 

複数の出入口を設けることなどにより、動物が自らの意思で休息できる設備に移動し、そ

の場所にいることができるような状態を指す。 

＜展示を行わない時間＞ 

「展示を行わない」とは、人目が避けられる環境に動物を移動させること等によって、動

物が顧客等との接触や顧客等からの視線及び照明・音響にさらされる状態を避け、動物に休

息等させている状態を確保していることを指す。また、個体の状態や展示の状況に応じて、

休息に必要な時間は異なるが、一般的なペットショップのような展示形態であれば少なくと

も 30 分から１時間程度、触れ合い施設においてはそれ以上（少なくとも１時間以上）の休息

時間が必要と考えられる。 
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◆推奨事項 

 展示の際の配慮事項 

長時間にわたる展示は人目にさらされることも多くなり、明るすぎる照明や動物販売店等

で展示ケースのガラスが叩かれることも哺乳類へのストレスとなるため、顧客等に対して注

意を促すことが望ましい。また、習性に合わせて様々な場所や設備（隠れ場所、クッション、

ベッド）を設けるなど、ストレス軽減を図るための工夫をするとよい。また、最長で６時間

ということであるため、必ずしも６時間連続して展示した後に休息時間を設けるということ

ではなく、展示時間１時間ごと、３時間ごとなど、頻繁に休息時間を設けストレスを軽減す

ることが望ましい。特に触れ合い施設においては連続して展示（触れ合い）の用に供する時

間をなるべく短くすることが望ましい。 

 

 

■輸送に際しての給餌・給水、輸送後の目視観察について 
第２条第５号 ロ 動物の輸送は、次に掲げる方法により行うこと。他者に委託す

る場合にあっても、次に掲げる方法により行われるようにすること 

（１）～（６）略 

（７） 動物の種類、数、発育状況及び健康状態に応じ、餌の種類を選択し、適切

な量及び回数により給餌及び給水を行うこと。ただし、動物の健康及び安全を守

るための特別な事情がある場合は、この限りでない。 

（８）～（９）略 

（１０） 販売業者及び貸出業者にあっては、その飼養施設に輸送された哺乳類に

ついては、輸送後２日間以上その状態（下痢、おう吐、四肢の麻痺等外形上明ら

かなものに限る。）を目視によって観察すること。ただし、犬及び猫以外の哺乳

類を、飼養施設であって当該動物の飼養又は保管のために日常的に使用してい

ないもの（（１１）において「外部施設」という。）に輸送した場合は、この限り

ではない。 

（１１） 販売業者及び貸出業者にあっては、販売、販売のための展示又は貸出を

行う目的で、犬及び猫以外の哺乳類を外部施設に輸送したときは、目的を達成し

た後、速やかに、当該動物を、その飼養又は保管のために日常的に使用している

飼養施設に持ち帰らなければならない。 

 

趣旨 

犬猫以外の哺乳類の輸送にあたっては、その健康や安全等に配慮して適切に行われる必要が

ある。輸送による疲労又は苦痛を軽減するため、適切な量及び回数により給餌及び給水を行う

ことが義務付けられるとともに、輸送後のアフターケア等に関して基準が具体化された。 

 

チェックポイント 

 動物の輸送に際して、動物の種類、数、発育状況及び健康状態に応じて、適切な量及び

回数により給餌及び給水されているか。 

 輸送中の給餌内容や方法が通常時と異なる場合、事前に馴致しているか 
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 犬及び猫以外の哺乳類を外部施設から外部施設に輸送していないか。 

 輸送後２日間以上、動物の状態を目視観察しているか。 

 輸送後の動物に、状態の変化（下痢、おう吐、四肢の麻痺等の外形上明らかな変化）が

見られないか。 

 

基準の細部解釈 

＜適切な量及び回数＞ 

通常の給餌や給水の間隔よりも長い時間輸送するなど、過度の空腹、口渇、疲労が予測さ

れる長時間の輸送の場合、輸送前に適切に給餌及び給水を行うようにする。輸送中の給餌、

給水の必要性は、輸送する哺乳類の種類、年齢及び状態や輸送時間、天候等によって影響さ

れるため、哺乳類が適切かつ必要な飼料及び水を利用できるよう、休息を与える回数や間隔

を適切に設定する。また、輸送中に体が水で濡れること等により動物が衰弱しないように留

意する。 

【うさぎ】･･･輸送中、適切な餌と水が十分な量で利用可能でなければならない。 

【げっ歯類（モルモット、ハムスターなど）】･･･短時間の輸送の場合には、給餌・給水は不

要だが、車両や公共交通機関を利用し、到着時間が遅れる等不測の事態が生じる可能性が

ある場合は必要に応じて水分を含むゼリーや野菜等を与えること等により、餌及び水を利

用できるようにすること。 

【中大型哺乳類（ウマ、ブタ、ヒツジ、ヤギ、ウシ等）】･･･水が飲めない断水時間は４時間未

満とする。そのため、輸送時間が４時間を超える場合には、途中で給餌・給水を行うため

の休息時間を設けること。 

なお、輸送する動物の種類、年齢及び状態や輸送時間、天候等によって、より頻繁な給餌・

給水が求められる場合は、その状況に合わせて給餌・給水を行うこと。また、輸送中に給餌

する餌の種類や給餌及び給水方法が、通常の飼養管理と変わる場合、事前に馴化措置をする

こと。 

＜特別な事情＞ 

獣医師に事前の診療を受け、不安、緊張、運動不足あるいは輸送時の騒音、振動などの種々

の影響のため食欲が落ちることが懸念されるため、給餌・給水を行うべきではないと指示さ

れた場合など。 

＜輸送後２日間以上＞ 

2 日間は 48 時間が一つの目安となり、例えば、深夜 23 時に到着し、その翌日丸一日を含

めただけでは 2 日間以上には該当しない。 

＜目視によって観察＞ 

輸送された哺乳類の状態の変化（下痢、おう吐、四肢の麻痺、外傷、削痩等の外形上明ら

かな変化）を注意深く（例えば、１日２回以上確認し記録する）把握すること。 

＜日常的に使用＞ 

イベント会場のように単発又は臨時にではなく、常日頃から繰り返していること。 

＜目的を達成した後＞ 
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販売、販売のための展示又は貸出を行う目的で、犬及び猫以外の哺乳類を外部施設１か所

に輸送し、その販売、販売のための展示又は貸出が終わった後を指す。 

【輸送に関連する他の基準】 
・輸送方法･･･飼養管理基準第２条第５号ロ（１）～（９）を参照 

・輸送時の給餌・給水･･･第５号ロ（７）の細部解釈を参照 

・輸送中又は輸送後の目視観察中等の哺乳類の状態変化（下痢、おう吐、四肢の麻痺等の

外形上明らかな変化）時･･･飼養管理基準第４号へを参照。速やかに獣医師の診療を受け

させること。 

・外部施設での日常的な健康観察･･･第２条第４号ロを参照 

 

◆推奨事項 

 輸送時の配慮事項 

輸送時のストレスによりおう吐、よだれが出る、元気がなくなるなど、乗り物酔い状態に

なることがあるので、輸送による苦痛や疲労をできるだけ少なくするために、短時間で輸送

できる手段を選択することが重要である。目的地までの距離や所要時間をあらかじめ計算し、

輸送する哺乳類にとって最も負担の少ない輸送手段及び経路を選択することが原則となる。

また、輸送する前に、輸送する哺乳類の健康状態やけがの有無を確認し、必要に応じて獣医

師等と相談することが必要である。けが、病気、又は体調を崩している場合など、輸送がス

トレスを与えると考えられる場合は輸送の対象から外すか、治療等のためやむを得ず輸送す

る場合には、獣医師等の指導を参考に、天候等の輸送条件や、体調を加味したタイミングを

選択するなど、十分に注意して行うことが必要になる。特に幼齢個体は、成体以上に温度管

理が重要であり、新しい環境に移動することのストレス等にも十分に配慮することが望まし

い。 
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６. 動物を繁殖の用に供することができる回数、繁殖の用に供することができる動

物の選定その他動物の繁殖の方法に関する事項 

■繁殖について 
第２条第６号 イ 販売業者、貸出業者及び展示業者にあっては、販売、貸出し又

は展示の用に供するために動物を繁殖させる場合には、遺伝性疾患等の問題を

生じさせるおそれのある動物、幼齢の動物、高齢の動物等を繁殖の用に供し、又

は遺伝性疾患等の問題を生じさせるおそれのある組合せによって繁殖をさせな

いこと。ただし、希少な動物の保護増殖を行う場合にあってはこの限りでない。 

ロ 販売業者、貸出業者及び展示業者にあっては、販売、貸出し又は展示の用に供

するために動物を繁殖させる場合には、みだりに繁殖させることにより母体に

過度な負担がかかることを避け、飼養施設の構造及び規模、職員数等を踏まえ

て、その繁殖の回数を適切なものとし、必要に応じ繁殖を制限するための措置を

講じること。 

ハ 販売業者、貸出業者及び展示業者にあっては、販売、貸出し又は展示の用に供

するために動物を繁殖させる場合にあっては、動物の繁殖の実施状況について

記録した台帳を調製し、これを五年間保管すること。 

ニ～ヘ（略） 

ト 販売業者、貸出業者及び展示業者にあっては、販売、貸出し又は展示の用に供

するために哺乳類を繁殖させる場合には、必要に応じて獣医師等による診療を

受けさせ、又は助言を受けること。 

チ 販売業者、貸出業者及び展示業者にあっては、販売、貸出し又は展示の用に供

するために哺乳類を繁殖させる場合であって、帝王切開を行う場合にあっては、

獣医師に行わせるとともに、出生証明書並びに母体の状態及び今後の繁殖の適

否に関する診断書の交付を受け、これらを五年間保存すること。 

リ 販売業者、貸出業者及び展示業者にあっては、販売、貸出し又は展示の用に供

するために哺乳類を繁殖させる場合には、第四号ハに規定する健康診断、トに規

定する帝王切開の診断その他の診断の結果に従うとともに、繁殖に適さない哺

乳類の繁殖をさせないこと。 

 

趣旨 

犬猫以外の哺乳類の繁殖に関する基準は、みだりに繁殖させることによる母体への過度の負

担を避けるため、哺乳類の繁殖生理の特徴（発情サイクルの違い等）に配慮し、必要に応じて

獣医師の診断に基づき繁殖に適さない哺乳類の繁殖をさせないことを義務付けるものである。 

 

チェックポイント 

 みだりに繁殖させることにより母体に過度な負担がかからないよう、その繁殖の回数を

適切なものとするとともに、必要に応じて繁殖を制限するための措置が講じられている

か。 

 帝王切開を実施した場合は、獣医師による出生証明書と診断書が５年間分保存されてい

るか。 
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基準の細部解釈 

＜みだりに繁殖させること＞ 

繁殖力が強い生態を持つ種の雌雄（特にうさぎ、ハムスター、その他小型げっ歯類など年

中繁殖可能な哺乳類）において、一定の休息期間を挟むことなく、繰り返し妊娠・出産させ

続ける行為などを指す。 

＜獣医師等による診療を受けさせ、又は助言を受けること＞ 

獣医師による診療や助言及び、愛玩動物看護師による助言を含む。 

＜診療＞ 

哺乳類の繁殖における適否等の診断及び、繁殖を可能にするための治療。 

 

参考 

 繁殖実施状況記録台帳について 

繁殖の実施状況について記録した台帳を作成し、これを 5 年間保存することが義務付けら

れているため、参考様式に示した項目について記録された台帳を 5 年間保存する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

    ※なお、繁殖状況実施台帳の様式は今後修正予定。 

 牛や豚などの畜産動物の繁殖は、人工授精によって行われることが多い。人工授精について

は、家畜改良増殖法では、有資格者のみが実施できると規定されており、留意が必要。 

 

◆推奨事項 

 犬猫以外の哺乳類を繁殖させる際に留意すべき点 

・繁殖用に販売又は飼養するために、交配時に一時的に雄雌を同一ケージで飼養する場合、

短期間に何度も繁殖することにより母体に過度な負担がかからないよう、交配後は速やか

に分離するなどの配慮が望ましい。 

・ハムスター：妊娠した雌は神経質になり、気が荒くなるため取り扱いには注意する。出産

後にストレスを与えると仔食いをする例が多い。 

・モルモット：妊娠期間が長く、胎仔も大きいため妊娠中毒や難産が多発する。また成長に

ともない恥骨結合が癒合するため 7～8 か月齢までに最初の繁殖をさせないと難産が好発

する。 

・シマリス：警戒したり不安になったりしないよう落ち着いて暮らせるようにする。巣箱が

小さいなら十分な大きさのものに早めに交換する。使用中の巣材を入れ、不安にならない

ようにする。野生のシマリスの子育ては地下の巣穴で行い、樹洞の巣穴は使わないため、

高い位置に巣箱を設置しているなら、床の上に巣箱を置く。 

交配等 
年月日 

雌 
(個体識別番号、

名称等) 

雄 
(個体識別番
号、名称等) 

出産 
予定日 

出産 
年月日 

出産数 出産後の雌
の状態 

新生子 
の状態 

備  考 

      健・否 健  康︓ 
疾病等︓ 
死亡等︓ 
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・チンチラ：産まれる子供は非常に小さいので、網目の細かいケージを準備する。 

・フクロモモンガ：ケージの中に手を加えられることがストレスとなり、育児放棄や子食い

する可能性があるため、妊娠中や子育て中の掃除は控えめにする。人間のにおいが子につ

くと、子食いや育児放棄の原因になるため、ゴム手袋着用が望ましい。 

・ヨツユビハリネズミ：掃除は控えめにし、薄暗くしておくとよい。 

・主に触れ合い施設で取り扱われる中大型哺乳類については、定期的な健康診断を行ってお

くことが望ましい。 

・雌ウシと比較して過度に大きい雄ウシを交配させると難産になるおそれがある。 
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７. その他動物の愛護及び適正な飼養に関し必要な事項 

■健康及び安全が損なわれるおそれのある状態 
■複数・単独飼養 
■捕食・被捕食動物の近接展示について 
第２条第７号 イ 哺乳類を飼養又は保管する場合には、哺乳類を次のいずれか

に該当する状態にしないこと。 

（１） 被毛にふん尿等が固着した状態 

（２） 体表が毛玉で覆われた状態 

（３） 爪、門歯、蹄が異常に伸びている状態 

（４） その他哺乳類の適切な飼養又は保管が行われていないことにより健康及

び安全が損なわれるおそれのある状態 

ロ～ル（略） 

ヲ 異種又は複数の動物の飼養又は保管をする場合には、ケージ等の構造若しく

は配置又は同一のケージ等内に入れる動物の組合せ及び哺乳類にあっては飼養

頭数を考慮し、過度な動物間の闘争等が発生することを避けること。 

 

趣旨 

哺乳類に必要な運動、休息及び睡眠を確保するとともに、日常の世話を適切に行い、健全に

成長できるよう、適切な管理が行われる必要がある。特に、これらの適切な管理が行われてい

ない不適正事業者に厳格に対応するという観点から、アニマルベースドメジャーの考え方を踏

まえて、ネグレクトのおそれ等の問題のある事例で共通して見られるような個体の不適切な状

態を直接的に禁止するものである。 

 

チェックポイント 

 哺乳類が以下の不適切な状態になっていないか（１つでも該当があれば違反）。 

○ 被毛にふん尿等が固着した状態 

○ 体表が毛玉で覆われた状態 

○ 爪、門歯、蹄が異常に伸びている状態 

○ その他、健康及び安全が損なわれるおそれのある状態 

 同一ケージ等内において複数の動物の飼養・保管する場合に、自傷行為や動物間で過度

な闘争等が発生していないか。 

 被捕食動物と捕食動物が、接触可能又は見えるような位置に配置されていないか。 

 動物に、外傷がないか、過剰な身づくろい行動や過剰な常同行動を起こすような状態に

なっていないか。 

 

基準の細部解釈 

＜健康及び安全が損なわれるおそれのある状態＞ 

それらを放置することにより、その哺乳類の健康や安全が維持できない可能性がある状態

であり、具体的には耳が異常に汚れている、便状に異常がある、寄生虫が存在する、削痩し
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ている、異常な被毛の色、質感又は脱毛が見られる、異常な分泌物が出ているなどを指す。

また、不適切な飼養管理に起因する過剰な常同行動や、自らの体に噛みついたり、ひっかい

たり、毛をむしったりすることで、自らを傷つける行為も含まれる。（ただし、炎症性疾患な

ど、不適切な飼養管理に起因するものではないと獣医師により診断された場合を除く。） 

＜配置＞ 

ケージ等を被捕食動物（うさぎ、ハムスター、その他小型げっ歯類、ヨツユビハリネズミ

など）と捕食動物（犬猫、フェレット、キツネ、ヘビ、猛禽類など）が接触できる、又は見え

る位置に置かないこと。 

＜動物の組合せ＞ 

同種又は被捕食動物同士であっても自傷行為や過度な動物間の闘争等が発生する場合や極

端に大きさが異なる動物が踏みつけること等が想定される場合（例えば、大型陸棲カメと小

型哺乳類など）は、同一のケージ等内に入れることは避けること。また、ケガやストレスの

原因となるため、被捕食動物を捕食動物と接触できる、又は見えるようなケージ等の構造又

は配置で飼養又は保管しないこと。 

＜過度な動物間の闘争等＞ 

同一のケージ等に同種又は異種の動物を入れることにより、外傷が生じるような闘争や捕

食を含む。 

 

◆推奨事項 

 複数頭で飼育することが推奨される哺乳類 

ヒツジにあっては単数飼育ではなく複数頭で飼育すること望ましい。 

 

 

■社会化について 
第２条第７号 ワ 幼齢な犬、猫等の社会化（その種特有の社会行動様式を身に付

け、家庭動物、展示動物等として周囲の生活環境に適応した行動がとられるよう

になることをいう。以下同じ。）を必要とする動物については、その健全な育成

及び社会化を推進するために、適切な期間、親、兄弟姉妹等とともに飼養又は保

管をすること。 

 

趣旨 

周囲の生活環境に適応し、人とのふれあい等の活動や環境エンリッチメントの確保の観点か

ら、社会化が必要な哺乳類について、その健全な育成及び社会化を推進するものとなっている。 

 

チェックポイント 

 人との触れ合いに用いるために社会化を必要とする哺乳類について、人や他の個体との

触れ合いを行っているか。 
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基準の細部解釈 

＜幼齢な犬、猫等＞ 

幼齢な犬、猫のほか、ヤギやヒツジ等において、人との触れ合いに用いるために社会化を

必要とする哺乳類。 

＜親、兄弟姉妹等とともに飼養又は保管をすること＞ 

社会化が必要な哺乳類を親、兄弟姉妹とともに飼養又は保管する以外に、触れ合いに用い

る哺乳類については人や他の個体と触れ合う等の社会化を行うこと。 

 

◆推奨事項 

 幼齢な犬猫以外に社会化を必要とする哺乳類 

子育て中に親から子を早く離すと、異常行動が見られたり、健康に影響を与えたりする場

合があるため、離乳するまでの期間など適切な期間を親、兄弟姉妹等とともに飼養又は保管

することが望ましい。特に人との触れ合いに用いるような哺乳類については、周囲の生活環

境に適応した行動ができるようになるために、幼少期に人や他の個体と触れ合う等の社会化

を促進するような配慮を行っておくことが望ましい。 

 
 

■餌の種類について 
第２条第７号 ヨ 動物の種類、数、発育状況、健康状態及び飼養環境に応じ、餌

の種類を選択し、適切な量、回数等により給餌及び給水を行うこと。 

 

趣旨 

動物の種類、数、発育状況、健康状態及び飼養環境に応じて、餌の種類を選択し、適切な量、

回数等により給餌及び給水を行うことを規定したものである。 

 

チェックポイント 

 動物の種類、数、発育状況、健康状態及び飼養環境に応じ、餌の種類を選択し、適切な

量、回数等により給餌及び給水が行われているか。 

 

基準の細部解釈 

＜餌の種類を選択し、適切な量、回数等＞ 

餌は汚染がなく、全ての動物の健康を維持するのに十分な量・回数と栄養価で、動物の年

齢、種、状態、サイズ、および種類を考慮して選択する。なお１日１回未満の給餌回数が適

切となるケースは、冬眠時又は治療等のため獣医師によって指示された場合のみ。全ての個々

の動物がそれぞれ必要な量および回数の食餌ができるよう設備や環境を整え、使用する容器

は常に清潔で衛生的な状態に保つ。自動給餌器を使用する場合は、食品のカビ、汚染、劣化

又は固化を防止すること。 
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◆推奨事項 

 動物の種類毎に適した餌の種類、量、回数等について 

・うさぎ：牧草を主食とし、副食として専用のペレット（固形飼料）を与えるとよい。それに

より、伸びすぎたうさぎの歯がすり減り、適切に噛むことができるようになるための効果

も期待できる。また、おやつ程度に小松菜等の根菜類・菜っ葉類、リンゴ等の果物、オオ

バコ等の野草を与えることが望ましい。ペレットは 1 日に朝夕の２回、牧草はいつでも食

べられるように新鮮なものを入れておくことが望ましい。 

・ハムスター：主食は専用のペレットとし、副食として根菜類や野菜、穀類、アルファルファ

等の牧草を少しずつ与えることが望ましい。１日に１回、夕方の活発に動き回る頃にエサ

を与えることが望ましい。 

・モルモット：主食はビタミンＣ入りの専用ペレットとし、毎日朝夕２回与えることが望ま

しい。牧草はいつでも食べられるように新鮮なものを入れておくことが望ましい。 

・シマリス：主食は専用のペレットや穀類等とし、副食として野菜や果物等を与えるとよい。

昼行性で夜明けとともに活動するため、食事は１日に１度午前中に与えることが望ましい。 

・デグー：朝と夕方に給餌し、牧草やペレットは常に餌容器に入れることが望ましい。 

・フクロモモンガ：主食は専用のペレットとし、副食として果物等を与えるとよい。日没後

の活動し始める時間に夜の早いうちに与えることが望ましい。 

・ヨツユビハリネズミ：夜行性なので食事は夕方に与えることが望ましい。主食としてはハ

リネズミ専用フード又はキャットフードを与えるとよい。 

・フェレット：肉食のため、主食は高タンパクな専用のペレットとし、いつでも食べられる

ようにしておくことが望ましい。 

・ウマ、ヒツジ、ウシ等の反芻動物：アシドーシス状態（第１胃内が酸性化することにより

栄養障害等が生じている状態）とならないよう、嗜好性の良い粗飼料（草等粗線維を多く

含む飼料）を随時摂取できるようにしておくことが望ましい。 

・ブタ：「日本飼養標準（豚 2013 年版）」を参照し、毎日飼料を必要量給与するとともに、給

餌時間は、可能な限り毎日同じ時間とし、暑熱時は、１日で最も暑い時間帯の給餌は避け

ることが望ましい。また、穀物のみを与えて胃潰瘍になることを防ぐため、粗飼料を一定

の割合で与えるとよい。 

・ウシ：「日本飼養標準（肉用牛 2022 年版、乳牛 2017 年版）」を参照し、必要な量、必要な

栄養素を含む飼料を、少なくとも１日１回与えるとともに、給餌時間は、可能な限り毎日

同じ時間とし、暑熱時は、１日で最も熱い時間帯の給餌は避けることが望ましい。 
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■給水の時間について 
第２条第７号 タ 哺乳類を飼養又は保管する場合にあっては、清潔な給水を常

時確保すること。ただし、傷病動物の飼養若しくは保管をし、又は動物を一時的

に保管する等特別な事情がある場合にあっては、この限りでない。 

 

趣旨 

哺乳類を飼養又は保管する場合、清潔な給水を常時確保すること規定したものである。 

 

チェックポイント 

 清潔な給水が常時確保されているか。 

 

基準の細部解釈 

＜特別な事情＞ 

獣医療行為（CT・MRI 検査等）のために、絶食・絶水が必要な場合、ケージの清掃のため

にごく短時間、別の場所に移している場合等。また、輸送時の給水については第５号ロ（７）

に関する細部解釈も参照すること。 

 
 

■運動スペースに置く時間について 

第２条第７号 レ 走る、登る、泳ぐ、飛ぶ等の運動が困難なケージ等において動

物の飼養又は保管をする場合には、これによる動物のストレスを軽減するため

に、必要に応じて運動の時間を設けること。 

 

趣旨 

犬猫以外の哺乳類にあっては、走る、登る、泳ぐ、飛ぶ等の運動が困難なケージ等において

動物の飼養又は保管をする場合には、個々の動物の健康維持や発育、ストレスの軽減等のため

に必要な頻度と時間を定め、運動することができる状態に置くことを規定したものである。 

 

チェックポイント 

 個々の動物の生理、生態、習性、動物の成長段階や年齢等、健康状態を踏まえて、必要

な頻度と時間を定め、運動することができる状態にある。 

 

参考 

 犬及び猫、ハムスター、モルモット以外の哺乳類を長期間にわたり、走る、登る、泳ぐ、飛

ぶ等の運動が困難な同じケージ等において飼養又は保管をする場合には、第２条第１号ロ（３）

（二）の（イ）及び（ニ）に従い、適切な頻度と時間を定め、十分に運動することができる

状態に置くこと 

第２条第１号ロ（３）（二） 
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（イ）うさぎにあっては、一頭当たりのケージ等の規模は、縦の長さが頭胴長（鼻先から尾の

付け根までの長さをいう。以下同じ。）の二倍以上、横の長さが頭胴長の一・五倍以上、高さ

が頭胴長の一・七倍以上とする（複数の個体を同一のケージ等で飼養又は保管する場合にあっ

ては、いずれも、これらの個体のうち最も頭胴長が長い個体の頭胴長を基準とする。以下ロ

及びハにおいて同じ。）。飼養期間が長期間にわたる場合にあっては、走る、登る等の運動が

できるように、より一層の広さ及び空間を有するものとすること。ただし、適切な頻度と時

間を定め、十分に運動することができる状態に置くことができる場合は、この限りでない。 

（ロ）、（ハ）略 

（ニ）その他哺乳類に属する動物のケージ等にあっては、個々の動物が自然な姿勢で立ち上が

る、横たわる、羽ばたく等の日常的な動作を容易に行うための十分な広さ及び空間を有する

ものとすること。飼養期間が長期間にわたる場合にあっては、走る、登る、泳ぐ、飛ぶ等の

運動ができるように、動物の種類、生理、生態、習性等を考慮し、より一層の広さ及び空間

を有するものとすること。ただし、適切な頻度と時間を定め、十分に運動することができる

状態に置くことができる場合は、この限りでない。 

 

 
■夜間営業について 
第２条第７号 ネ 販売業者、貸出業者及び展示業者であって、夜間に営業を行う

場合にあっては、当該時間内に顧客、見学者等が哺乳類の飼養施設内に立ち入る

こと等により、哺乳類の休息が妨げられることがないようにすること。ただし、

特定成猫については、夜間のうち展示を行わない間に顧客、見学者等が特定成猫

の飼養施設内に立ち入ること等により、特定成猫の休息が妨げられることがな

いようにすること。 

 

趣旨 

販売業者、貸出業者及び展示業者が夜間に営業を行う場合、哺乳類の休息が妨げられること

がないよう規定するものである。第 5 号イに従う範囲において夜間における動物の展示を妨

げるものではないが、夜間に動物の生態等に応じた観察を行う場合にあっても、観覧者等が哺

乳類の飼養施設周辺に立ち入ることにより哺乳類の休息が妨げられることがないようにし、騒

音や光環境等につき細心の注意を払い、また対策を行うこと。 

 

チェックポイント 

 販売業者、貸出業者及び展示業者が夜間に営業を行う場合、午後８時から翌日午前８時

まで顧客、見学者等が飼養施設内に立ち入ること等により、哺乳類の休息が妨げられて

いないか。 

 

基準の細部解釈 

＜夜間＞ 

午後８時から翌日午前８時まで。 
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■訓練方法について 
第２条第７号 ナ 展示業者及び訓練業者にあっては、動物に演芸をさせ、又は訓

練をする等の場合には、動物の生理、生態、習性等に配慮し、演芸、訓練等が過

酷なものとならないようにすること。また、殴る、蹴る等の身体に外傷が生じる

又は生じる恐れのある行為、暴力を加える行為、心理的抑圧・恐怖を与える行為、

過度に餌を減らす行為等を行わないこと。 

 

趣旨 

展示業者及び訓練業者が、動物に演芸をさせたり、訓練したりする場合に、動物の生理、生

態、習性等に配慮し、演芸、訓練等が過酷なものとならないよう、身体に外傷を生じるような

行為、暴力を加える行為、心理的抑圧・恐怖を与える行為等の不適切な行為を禁止するもので

ある。 

 

チェックポイント 

 動物に演芸をさせ、又は訓練をする等の場合、動物の身体に外傷を生じるような行為、

暴力を加える行為、心理的抑圧・恐怖を与えるような行為、過度に餌を減らす行為等が

行われていないか。 

 

基準の細部解釈 

＜心理的抑圧・恐怖を与える行為＞ 

大声で怒鳴ったり、動物の近くで大きな音を出したり、その健康及び安全を保持すること

が困難な場所（狭いケージ等）に拘束したり、飼養密度が著しく適正を欠いた状態で飼養又

は保管したり、ムチ等を振り上げて叩くふりをしたり、動物の近くに物を投げつけたり、不

必要に動物へ強い電気ショックを与えること等により、動物を怯えさせる行為。 

＜過度に餌を減らす行為等＞ 

餌水、睡眠時間、仲間、運動など、健康維持上必要なものを過度に制限することで、動物

がストレスによる行動を起こす又は健康状態に支障を及ぼすおそれのある行為。 

 

◆推奨事項 

 しつけ・訓練方法 

動物の好ましい行動（人が望む行動）をほめて強化する（その行動がさらに強く多く出る

ようにする）「正の強化」を用いた方法が推奨されており、動物が好ましい行動をとったとき

に、報酬（食べ物や動物が好むこと）を与えるとよい。【P】 

特に、動物園や水族館では、採血や体重測定などの獣医学的処置、放飼や収容などの日常

管理、採尿や体毛の採取などの調査研究などに、動物が自発的に協力するように促す訓練（ハ

ズバンダリートレーニング）が行われている。体罰などの嫌悪刺激を用いずに望ましい行動

の直後に食物などの快刺激を用いて望ましい行動を増加させる「正の強化」が主に用いられ
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ているため、動物福祉の観点からも望ましいとされており、日常管理や調査研究に従事する

者にとっても作業負担が軽減され、高い安全性が認められている。 

 

 
■接触・譲り渡しの時間帯、動物への接触方法について 
第２条第７号 ノ 動物を顧客、取引の場所を提供する者その他の関係者（以下

「顧客等」という。）と接触させ、又は顧客等に譲り渡し、若しくは引き渡す場

合にあっては、次に掲げる方法により行うこと。 

（１） 販売業者、貸出業者及び展示業者にあっては、夜間（特定成猫にあっては、

夜間のうち展示を行わない間。以下同じ。）に哺乳類を顧客と接触させ、又は顧

客に譲り渡し、若しくは引き渡さないようにすること。ただし、動物の健康及び

安全の保持の観点から夜間に行うことが適当である場合その他特別な事情があ

る場合においては、この限りではない。 

（２） 販売業者、貸出業者及び展示業者にあっては、顧客等が動物に接触する場

合には、動物に過度なストレスがかかり、顧客等が危害を受け、又は動物若しく

は顧客等が人と動物の共通感染症にかかることのないよう、顧客等に対して動

物への接触方法について指導するとともに、動物に適度な休息を与えること。顧

客等が哺乳類に接触する際に対応にあたる職員については、同時に接触の用に

供される動物の数、同時に接触を行う顧客等の数、接触スペースの広さ等に鑑

み、顧客等による不適切な接触が生じた場合に直ちに対応するために必要な人

数を確保すること。また、顧客等が哺乳類に接触する場合には、極めて短時間の

接触を除き、動物が顧客等から逃げることができる場所を常時確保すること。顧

客等が哺乳類に接触する場合には動物への接触方法について顧客の理解を文書

又は口頭で事前に確認すること。また、過度に幼齢な個体、顧客との接触により

過度なストレスを受ける個体、人と動物の共通感染症に感染している個体を用

いないこと。また動物と接触した顧客等に、接触の前後に手指等を消毒させるこ

と。 

（３） 略 

 

趣旨 

動物を顧客等と接触、譲り渡し又は引き渡す場合に、動物にとって不適切な対応とならない

よう、適切な時間帯、必要な職員の人数、必要な設備、方法等を規定するものである。 

夜間における動物との接触、動物の販売及び譲り渡しは、動物の健康及び安全の保持のため

に夜間に行う場合を除き、行ってはならない。なお、「特別な事情がある場合」とは、道路状

況や光環境等を鑑み、夜間に輸送することにより動物への負担が軽減される場合があることを

考慮し、主に動物園等の展示動物の譲り渡し又は引き渡しを限定的に認めるものであり、その

場合においても夜間における動物の休息を著しく妨げることがあってはならない。 

 

チェックポイント 

 販売業者、貸出業者及び展示業者が、夜間に哺乳類を顧客と接触させたり、顧客に譲り

渡し、引き渡しされたりしていないか。 



 

38 

参考資料５ 

 販売業者、貸出業者及び展示業者が、顧客等が動物に接触させる場合には、接触の形態

や動物の種類に応じて、職員 1 人当たりの顧客数の上限や顧客の年齢制限等を定量的に

定め、それに従った人数としているか。 

 触れ合いに用いられている動物が自らの意思で移動し顧客との接触を避けられる設備又

は場所が設けられているか。 

 過度に幼齢な個体、触れ合いにより過度なストレスを受ける個体、人と動物との共通感

染症に感染している個体が顧客との触れ合いに用いられていないか。 

 

基準の細部解釈 

＜夜間＞ 

午後８時から翌日午前８時まで。 

＜特別な事情＞ 

動物園等の施設で展示される動物の輸送において、動物の疲労等を鑑み、夜間における飼

養施設間の遅延ない譲り渡し又は引き渡しが、動物の健康や福祉の観点から適当であると考

えられる場合。 

＜必要な人数＞ 

接触の形態や動物の種類に応じて、職員 1 人当たりの顧客数の上限や顧客の年齢制限等を

定量的に定め、それに従った人数とする。ただし、上限数等の設定に当たっては、以下のよ

うな観点を満たしていることとし、設定する人数等については、書面にて記録しておくこと。 

・顧客数の上限の設定にあたっては、職員 1人の目の届く範囲にいる顧客等の数とすること。 

・同一施設内であっても別々の部屋にいる場合などは、部屋毎に顧客等の数に対応した職員

を配置すること。 

・顧客の位置（囲いの中に入る・囲いの外で行う等）、接触の形態（餌やり・触れる・抱きか

かえる等）に応じ、動物による顧客等への安全の確保及び顧客等による動物への安全の確

保、双方に対応した職員を配置すること。 

＜極めて短時間の接触＞ 

10 分間以下、顧客の膝の上や手で抱っこされ、次の顧客との触れ合いまでに 30 分以上の

休息時間が確保されている場合など。 

＜逃げることができる場所＞ 

第２条第５号イに規定された「休憩できる設備に自由に移動できる状態」と同様、顧客等

との触れ合いの対象となっている哺乳類が自らの意思で移動し顧客との接触を避けることが

できる設備又は場所。 

＜過度に幼齢な個体＞ 

目が開いていない、被毛が生え揃っていない段階。 

＜過度なストレスを受ける個体＞ 

顧客との触れ合いによって外貌（ケガや傷、毛づや等）、表情（目、耳、口元、尾の状態か

ら見られる恐怖、不安、警戒、怒り等）、行動（ストレスに関連する常同行動や無気力、震え

等）に変化が生じる個体。 
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４行政指導・行政処分について 
動物取扱業者による動物の適正な取扱いを確保するためには、関係法令に基づく各種の規

定を適切に活用し、実態把握や改善指導を効果的に実施していく必要がある。特に、遵守基

準を満たしていない不適切な事業者に対しては、勧告、措置命令、業務の停止、登録の取消

し、刑事告発といった手段を効果的に用いて、厳格かつ迅速な対応を図ることにより、動物

の健康・安全や地域の生活環境が守られることになる。 

ここでは、地方自治法第 245 条の 4 第 1 項の規定に基づく技術的助言の一環として、特に基

準を遵守していない事業者に対する行政指導や行政処分について、その円滑化を図ることを

目的に参考となる考え方や手順を示した。 

 

■基本的な考え方 

１．行政指導と行政処分 

２．行政による迅速な対応の必要性 

３．立入検査について 

４．行政処分と刑事処分との関係について 

 

■遵守基準の違反に対する対応 

１．処分フロー 

２．弁明の機会の付与に際しての注意点 

３．聴聞の実施に際しての注意点 

４．ひな形 

 

■その他行政指導・行政処分の手順等 

１．法第 19条に基づく登録の取消し、業務の全部停止、一部停止の命令 

２．法第 23条第 3項に基づく公表 

３．法第 24条の 2に基づく第一種動物取扱業者であった者への対応 

４．法第 25条に基づく不適正な飼養又は保管による虐待のおそれに係る措置命令又は勧告

及び立入検査形 

５．法第 44条第 1項から第 3項の規定に基づく虐待行為等としての対応 

６．刑事告発の際の注意点 

７．相談窓口への報告 

８．第二種動物取扱業者への対応 

 

■相談窓口による対応 
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５参考資料 
■経過措置について 

 

■関係法令 

・動物の愛護及び管理に関する法律（昭和四十八年法律第百五号）抄 

・動物の愛護及び管理に関する法律施行令（昭和五十年政令第百七号）抄 

・動物の愛護及び管理に関する法律施行規則（平成十八年環境省令第一号）抄 

・第一種動物取扱業者及び第二種動物取扱業者が取り扱う動物の管理の方法等の基準を定

める省令（令和三年環境省令第七号） 

・刑事訴訟法（昭和二十三年法律第百三十一号）抄 

・行政手続法（平成五年法律第八十八号）抄 

・行政不服審査法（平成二十六年法律第六十八号）抄 
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